
 
 

  6月度例会 山 行 報 告 書

今後も中研さんや全トヨタとの親睦を深め、今後にもつなげたいと思う。 
（リーダー所見） 先月の御在所岳前尾根を登り、部内の登攀技術の未熟を感じていたがタイミングよく多くの部員

OB に参加を頂き例会が開催できた。中山氏のご好意大いに甘えてしまったが、山岳部にとって先年から続く横の
広がりに加えて、技術面で縦の伸びにも今後の弾みができたのではなかろうか。若手部員の活躍にも大いに活躍

を期待したい。 

お昼は豪華にそうめん、イクラ入り散らし寿司、フルーツを頂き、中研山岳部との親睦を兼ねて 1時間半を楽し

く過ごす。午後は昼前から降り出した雨の為、屋根のある東屋で懸垂下降、プルージックの結び方、使い方など

練習。テープスリングと細引きではプルージックのきき方が違い、テープはロープを下から巻きつけてきかせ、

細引きはロープを輪にして中をくぐらせてきかせた。実際にしてみたら違いが分かったが、確かに違った。１５

時半ごろ、講習を終了する。今回の例会は中研の 3人の助けがなかったら実現していなかったと思う。 

空は今にも降り出しそうな厚い雲に覆われてたが、７時に正門前にて集合、３台に分乗し南山へ向かった。亀山

さん＆町田さん先発隊は別で南山へ入っていた。デンソー12 名+中研 3 名（講師：中山さん、荒川さん、福井さ

ん）。8 時過ぎに南山に着いたが、駐車スペースが無いほどの混みようだった。男岩には亀山さん町田さん既に

登っていた。中研中山さん、荒川さんの紹介後、講習開始。まずはザイルをさばき、8 の字結び。ザイルをさば

く意味や 8の字の意味も最初から丁寧に説明があった。クローブヒッチの練習の途中で、中研福井さんが合流。

３チームに分かれてザイルの結び方練習を始める。その後、女岩へ移動。デンソーメンバーが男岩での練習を提

案したが、中研中山さんにより女岩へと誘導された。まずはトラバースの練習。たまたま私は山岳部に入って 2

年間の間に、トラバースを一度も経験する事がなかったが、必ず知っていなければならない技術であり今回練習

することが出来て非常に為になった。3 人以上の時はクローブヒッチで固定、2 人の場合はランニングでトラバ

ースとの事。その後、真ん中のテラスまでで一本、中山さんがトップロープを一つセッティング。その左横にス

ラブを通るルートを一本。荒川さんが左端にリードで一本セッティング。岩登りを楽しんだ。 
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6 月 25 日  

7：00 正門前にて合流  

8：15 南山到着 

8：30 ザイルワーク講習開始 

9：30 女岩 9.10（9.8ﾚﾍﾞﾙ？）岩登り 

12：30 昼食 

14：00 懸垂下降講習 

15：30 講習終了 

16：30 正門駐車場にて解散 
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